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木材表面の微小変形（ひずみ）をとらえて、
スギ「心持ち材」を割れなく乾燥する方法

要　旨

加工技術研究領域		  小林 　功

背景と目的
木材は変形や腐れなどの問題が起きないよう乾かして

から使いますが、木造住宅に使われる「心持ち材」は乾
燥している間に割れやすいので（写真）、割れ防止の熱処
理を行うのが一般的です。材の特性に合わせた適切な処
理時間を決めるためには乾燥試験が必要ですが、失敗し
たときの経済的なリスクが大きいため製材工場で試験を
行うことは多くの場合困難です。そこで、乾燥操作の中
で適切な処理時間を判定する方法を開発しました。

処理時間の考え方
スギ心持ち材を用いて行った乾燥試験で、心持ち材の

割れが少なく乾燥できた乾燥条件を図 1 に示します。木
材を高温（95℃）で軟らかくしてから急激に湿度を下げ、
温度を上げるのが特徴です（図１、熱処理工程）。

熱処理時間は短すぎると表面が割れ、長すぎると内部
が割れるため丁度よい処理時間の検討が必要です。この
処理時間とは、材内部が収縮を始めて少し経った頃と考
えられ、材表面が割れる危険性も内部に割れが生じる危
険性も小さくなる時期です。研究の結果、このタイミン
グを材表面の端部と中央部のひずみの挙動から判定でき
ることが明らかになりました。

乾燥試験方法
図１で行った乾燥試験と同じ樹種、品種、産地のスギ

材を用いて乾燥操作中のひずみを調べた結果を図２に示
します。図３に示すような２つのひずみ計を心持ち材に
取り付けて試験を行いました。２つのひずみが逆転した
時点（約 38 時間）が、図１の割れなかったスケジュー
ルの熱処理工程終了時期と合致しています。内部が縮み
始めて少し時間が経つと、表面の中央部が内部の収縮に
影響されて本来よりも大きく縮み始め、端部より大きく
ひずむためと考えられます。したがって、ひずみ計を木
材に取り付けて乾燥操作を行えば、その材の適切な熱処
理時間が乾燥操作中にわかります。改めて乾燥試験を行
う必要がないため、乾燥試験の失敗による経済的リスク
を負わずに、表面割れや内部割れの少ない心持ち材の乾
燥がスムーズに行えるようになります。

この方法によって、製材工場における乾燥操作中に地
元材の特性に合った熱処理時間を決定でき、内部割れや
表面割れの少ない、良質な乾燥材の生産につながること
が期待できます。

なお、この成果は特許出願中（特願 2010-195394）で
す。詳しい研究内容については、「第 61 回日本木材学会
大会要旨集 (CD-ROM), E18-09-1400」をご覧下さい。

　木材を乾燥し始めるとまず表面が乾いて縮もうとしますが、まだ乾いていない内部の細胞
が表面の縮もうとする力を邪魔するので、表面の細胞は相対的に年輪に沿った方向（横方向）
に引っ張られて、割れることがあります（写真）。特に心持ち材 * は割れやすく、これを防
ぐため乾燥工程の前半で温度 120℃の熱処理を行います。木材は樹種や品種、時には産地に
よっても性質が異なるので、処理時間を材の性質に合わせて決めることが効率的な乾燥につ
ながります。そのためには乾燥試験が必要ですが、製材工場では困難な場合が多いのが現状
です。そこで、適切な処理時間を乾燥試験を行わずに決定する方法を考案しました。これに
よって、より高品質な製材品の生産が可能になります。
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写真．　「心持ち材」の乾燥後に表面が割れた様子

図２．表面の微小変形（ひずみ）による熱処理
工程終了時期の判定

・判定条件：端部と中央部のひずみが逆転したら熱処理終了
・割れない処理（図 1）との比較：
　　図１の熱処理工程終了時期と合致した。
　　よって、ひずみによって処理時間が判定できる

* については、巻末の用語解説をご覧ください。

図１．心持ち材（スギ）の割れを防ぐことの
できる乾燥条件
熱処理工程（割れの防止）→本乾燥工程

図３．「心持ち材」表面へのひずみ計
の取り付け方




